
宮城教育大学 (宮城県)

教育の未来と子供たちの未来のために

◇大学紹介 ◇教員研修コースの概要・特色

①研修コースの特色

本学のプログラムでは、①大学が教育現場と密接な関係にあ
るので、実体験を通した研修を積むことができます。②教員研
修生のために「日本事情」「日本の教育」といった特別な講義
を開講しています。さらに、③日本語指導が充実しており、留
学生を中心とする交流活動も盛んです。

②受入定員：7名

③奨学金支給期間：2025年10月～2027年3月

④コースの修了要件

渡日後、半年間の日本語予備教育を修了し、その後1年間の研
修コースにおいて、「⑤研修コースの概要」に記載されている
科目（概ね220時間）を受講し、自分の研究分野に関する最終
レポートを提出すること

⑤研修コースの概要

・日本語教育 －少人数で親切な指導

学習者のレベルにあわせて、基礎から上級まで10のクラスを
用意しています。他の国からの留学生とともに少人数クラスで
学びます。なお、初めの半年間は東北大学（予定）にて日本語
の予備教育を受講していただきます。

なお、日本での生活だけではなく、日本の学校を訪問すると
きにも、日本語でのコミュニケーションが必須となることから、
半年間行われる日本語予備教育も熱心に取り組む必要がありま
す。

（様式１）

①大学の概要

宮城教育大学は、東北地方唯一の教育大学と
して設置され、２０２５年に創立６０周年を迎
えます。教育学部４専攻、大学院教育学研究科
専門職学位課程（教職大学院）から構成されて
います。本学は教師を養成・研修しています。
人文科学、社会科学、自然科学、芸術、体育な
ど、さまざまな専攻があります。創立以来、宮
城県、東北各県、首都圏、関東、遠くは沖縄ま
で、１万９千人を越える卒業生を送り出してい
ます。

教員研修コースでは、芸術、体育を含む様々
な講義に出席することができます。

②国際交流の実績

・過去3年間の留学生の受入れ実績

2024年度：10名

2023年度：12名

2022年度：15名

・過去3年間の教員研修留学生の受入実績

2024年度：7名

2023年度：6名

2022年度：6名

校章・シンボル
マークなど

・専門教育 －実験や体験が中心

日本事情（9コマ18時間）

日本の文化・社会・自然についての特別講義

日本の教育（8コマ24時間）

学校内教育と学校外教育についての特別講義

専門指導（30コマ60時間）

各自の研究テーマに関する専門教員の指導

・実習・見学・地域交流等の参加型科目

見学実習（随時）を通じて、教育現場を見学
し、現地の指導方法を体験します。

・その他

多文化共生研修（年2回予定）

日本人学生と共に自然や文化、生活様式等
についての学習・理解

グローバルカフェ

大学祭への留学生を主体とした文化交流の場
を提供

日本語スピーチコンテスト



◇宿 舎

アーバンキャステール川内へ入居を予定

http://www.uc-kawauchi.com/index.html

◇問合せ先

大学所在地：

〒980-0845

宮城県仙台市青葉区荒巻字青葉149

担当部署： 研究支援・多文化共生推進課

多文化共生推進係

連絡先：

Email：ryugaku@grp.miyakyo-u.ac.jp

大学のホームページアドレス：

http://www.miyakyo-u.ac.jp/

○宿舎数

・単身用：128室

・夫婦用：0室

・世帯用：0室

○宿舎費 ※入居手続き後、お支払い下さい。

部屋利用料：月額25,000円

管理費：月額10,000円

共用部水道光熱費：月額10,000円

部屋電気代：実費

※入寮費30,000円(入寮月のみ)

○宿舎設備・備品

下記URLをご覧下さい。

https://www.uc-kawauchi.com/facilities/

○宿舎周辺の生活情報、通学時間

・仙台地下鉄国際センター駅徒歩約8分

・通学時間：30分以内

※家族を呼び寄せる場合は、日本語予備教育期間終了後に
してください。またその際は、自分自身で住居を見つける
必要があります（初期費用約40万円）

※渡日後、日本語予備教育にあたる半年間は留学生が多数
在籍し、安心して日常生活を送ることができるアーバン
キャステール川内に入居していただきますが、その後の1年
間は宮城教育大学のキャンパスにある学生寮に入居を希望
することができます。

◇修了生へのフォローアップ

多くの留学生が、修了後もインターネットを通
じ、指導教員、国際交流室員から継続して日本
語等の学習指導を受けています。

（様式１）

多文化共生夏期研修（登米）

日本語スピーチコンテスト

宮城教育大学（春と秋）



大学名：宮城教育大学（大学番号04）

◇研修内容、受入可能人数、資格及び条件など

受入研究科
等名

コースコード 教員名 メールアドレス 分野 研修の内容 研修の対象者 使用言語
受入

可能数

当該教員が留学生を受け入れるにあたっての条件（語学
能力、専門能力等）、受入実績（過去５年間の受入国、人
数）

04001 児玉 忠 tkodama 国語教育 国語科教育

04002 中地 文 nakachi 国語教育 国文学（児童文学）

04003 津田 智史 stsuda 国語教育 日本語学

04004 佐野 幹 sanomiki 国語教育 教育学（国語教育）

04005 廣瀬 航也 koya.hirose.m8 国語教育 日本近現代文学・文化、比較文学

04006 石田 雅樹 ishida 社会科教育 政治学

04007 川﨑 惣一 soichi-k 社会科教育 哲学

04008 西城 潔 saijo 社会科教育 地理学

04009 田中 良英 y-tanaka 社会科教育 歴史学（西洋史学）

04010 松岡 尚敏 matsuoka 社会科教育 社会科教育学、教師教育学

04011 山内 明美 akemi 社会科教育 社会学

04012 横山 貴史 takafumi.yokoyama.o3 社会科教育 人文地理学

04013 鎌田 博行 hkamada 数学教育 幾何学

04014 田谷 久雄 taya 数学教育 代数学、数論

04015 佐藤 得志 tokusi-s 数学教育 解析学

04016 花園 隼人 hanazono 数学教育 数学科教育学

04017 笠井 香代子 kasai 理科教育 化学教育、有機化学・錯体化学

04018 猿渡 英之 sawatari 理科教育 化学

04019 菅原 敏 sugawara 理科教育 大気科学

04020 高田 淑子 toshiko 理科教育 惑星科学・天文教育

教育学研究科、教育学部

日本語、英語 大学全体
で7名の受
入可能

・明確な研究テーマをもっていること

・十分な英語又は日本語能力を備えていること

・教員養成課程大学に興味を持っている者

・日本での生活だけではなく、日本の学校を訪問するときも、日
本語でのコミュニケーションが必須となることから、半年間行われ
る日本語研修プログラムも熱心に取り組む者

受入実績（過去5年間の受入国、人数）

【2024年度　7名】
韓国：1名
マレーシア：2名
リベリア：1名
ケニア：1名
パプアニューギニア：1名
コスタリカ：1名

【2023年度　6名】
マレーシア：1名
インド：1名
ナミビア：1名
ボツワナ：1名
ウガンダ：1名
ペルー：1名

【2022年度　6名】
マレーシア：1名
インド：1名
シエラレオネ：1名
ジンバブエ：1名
モザンビーク：1名
トンガ：1名

【2021年度　7名】
ジンバブエ：1名
インド：2名
ブルキナファソ：1名
中国：1名
マレーシア：1名
パラグアイ：1名

【2020年度　7名】
インド：2名
ナイジェリア：2名
トンガ：1名
ブータン：1名
ブラジル：1名

☑小学校教員
☑中高教員
☑その他（幼稚園
教諭）



04021 福田 善之 fukuda 理科教育 物理学・宇宙線物理学・素粒子物理学

04022 棟方 有宗 munakata 理科教育 生物学

04023 小林 恭士 yasushi 理科教育 生物学

04024 中山 慎也 nakayama 理科教育 理科教育、博物館教育

04025 西山 正吾 shogo-n 理科教育 物理学・宇宙物理学・天文学

04026 竹森 徹士 takemori 英語教育 英文学

04027 和田 あずさ wada 英語教育 英語科教育学

04028
ﾀﾞｰﾄﾞﾝ ﾃﾞｨｴｺﾞ ｴﾘ
ｻﾝﾄﾞﾛ

dardond 英語教育 神経言語学

04029 小塩 さとみ oshio 音楽教育 音楽学

04030 倉戸 テル teru 音楽教育 器楽（ピアノ）

04031 原田 博之 harada 音楽教育 声楽・音楽科教育学

04032 日比野 裕幸 hibiken 音楽教育 合奏・アンサンブルを中心とした研究、演奏

04033 平垣内 清 k-hira 美術教育 絵画

04034 安彦 文平 fumihira 美術教育 絵画

04035 村上 隆司 murataka 美術教育 美術科教育学

04036 梶原 千恵 kajiwara 美術教育 美術教育学、彫刻

04037 池田 晃一 k-ikeda 保健体育
スポーツバイオメカミクス、サッカーコーチン
グ論

04038 木下 英俊 h-kino 保健体育 スポーツ運動学、器械運動方法論

04039 佐藤 亮平 ryoheis 保健体育 体育科教育学、体育方法

04040 沼倉 学 numakura 保健体育 体育科教育学

04041 鈴木 純 jun.suzuki.f7 保健体育 身体教育学、舞踊教育

04042 亀井 文 kamei 家政教育 食物学・保育学

04043 菅原 正則 msugawa 家政教育 住居学

04044 西川 重和 nishika 家政教育 被服学

04045 前田 まどか madoka.maeda.d5 家政教育 家庭科教育



04047 板垣 翔大 s-ita 技術教育 技術科教育学、教育工学

04048 佐藤 哲也 tetsuya 幼児教育 幼児教育学

04049 飯島 典子 n-iijima 幼児教育 保育内容学

04050 亀倉 大地 daichi.kamekura.h3 学校教育 パーソナリティ心理学、臨床心理学

04051 松﨑 丈 joemk 特別支援教育 聴覚教育学

04052 寺本 淳志 teramoto 特別支援教育 病弱運動障害学

04053 野崎 義和 nozaki 特別支援教育 発達障害学

04054 三科 聡子 mishina 特別支援教育 視覚障害学

04055 市瀬 智紀 ichinose 学校教育研究 国際教育

04056 高橋 亜紀子 akiko12 学校教育研究 国際教育・日本語教育・多文化教育

04057 橋本 潤一郎 j-hashi 学校教育研究 ライフサイエンス/循環器内科学

04058 溝田 浩二 mizota 学校教育研究 環境教育

04059 山田 美都雄 yamadami 学校教育研究 高等教育学、教育社会学

04060 小田 美和子 moda 学校教育研究 言語教育

04061 岡本 恭介 okakyo 学校教育研究 情報科教育学・教育工学

04062 林田 由那 yuna-h 学校教育研究 防災教育・ボランティア論

04063 鈴木 美佐緒 misao.suzuki.b3 生活科学教育 教育学　生活科

04064 市川 啓 hiraku-i 数学教育 数学科教育

04065 植木田 潤 uekida 特別支援教育 発達障害学

04066 内山 哲治 tetsu-u 理科教育 物理教育/科学教育、物理学

04067 齊藤 千映美 csaito 高度教職実践 生物多様性教育・生命科学教育

04068 菅井 裕行 sugai 特別支援教育 コミュニケーション障害学

04069 鈴木 渉 suzukiw 英語教育 英語科教育

04070 平 真木夫 m-taira 学校教育 認知心理学・教育心理学

04071 田端 健人 tabata-t 学校教育 教育学



04072 出口 竜作 deguchi 理科教育 生物学

04073 堀田 幸義 y-hotta 社会科教育 歴史学（日本史）

04074 本図 愛実 mhonzu 学校教育 教育の制度・経営

04075 本田 伊克 y-ho 学校教育 教育課程

04076 吉田 剛 yoshida 社会科教育 学校教育学、社会科教育学、カリキュラム論

04077 吉村 敏之 t-yo 高度教職実践 教育方法学

04078 渡辺 尚 nao-wtnb 理科教育 理科教育学

04079 久保 順也 kuboj 学校教育 臨床心理学

04080 黒川 修行 n-kuro 保健体育 学校保健・教育保険学

04081 香曽我部 琢 ko-taku 家政教育 保育学・幼児教育学・発達心理学

04082 永井 伸幸 nagai 特別支援教育 視覚障害学

04083 越中 康治 etchu 学校教育 発達心理学

04084 金田 裕子 kaneta 高度教職実践 教育方法・教育課程

04085 熊谷 亮 kumaryo 特別支援教育 特別支援教育、学校心理学

04086 深澤 祐司 yuji.fukasawa.e3 高度教職実践 学級・学校経営、教科教育

04087 齋藤 百合 yuri.saito.f7 高度教職実践 学級・学校経営

04088 佐々木 孝徳 tasasaki 高度教職実践 道徳教育、学級・学校経営

04089 木下 和彦 kino-kz 音楽教育 音楽教育学、作曲

04090 宮澤 孝子 tamiya 高度教職実践 教育法、教育財政論

04091 戸塚 将 masashi.totsuka.l8 英語教育 英語学、理論言語学

04092 三谷 高史 takashi.mitani.y7 高度教職実践 環境教育論、社会教育学、教育社会学

～@staff.miyakyo-u.ac.jp
※「研修の対象者」は該当する方（両方に該当する場合は両方）に☑を付けてください。


